
北海道小学生置き去り事件 

 

 大和くんが無事に発見されるまで、全国の人が心配しましたね。 

 ５月に、北海道で小学生の男の子が、父母に、山中に置き去りにされる事件が

ありました。あのニュースを聞いて皆さんのお家ではどんな話がされたでしょ

うか？ 

「なんてひどい親だ。虐待や。」「いや、ネグレクトでないか？」 

初めはきっとこんな話題で、お父さん、お母さんを責める声でいっぱいだったの

ではないかと思います。 

 でも、時間がたつにつれて、「何も特別なことではないのではないか？」とい

う思いや、憔悴しきったお父さんお母さんを見るにつけ、「かわいそうに。」「や

っぱりかわいがっていらしたんだろうな。早く無事に発見されるといいな。」と

いう思いが強くなってきたのではないでしょうか。 

 考えてみると、大抵の親は、程度の差はあれ、同じようなことをしていると思

います。ショッピングセンターや公園で、子どもが、なかなか帰ろうとしない時

があります。そんな時「いいよ。いつまでも遊んでいなさい！お母さん先に帰る

し。」と言って置き去りにする素振りをすることがありませんか。 

 大和くんのお父さんもそんな気持ちだったと思います。「ちょっとびっくりさ

せて、反省させよう。そうすれば、これから少しは聞き分けのいい子になるので

はないか」と。ところがタイミング悪く、大和くんは、車とは反対の方向に歩い

ていき、迎えに行った時には姿はなく、見失ってしまいました。 

 後日テレビで、この事件についてたくさんの方にアンケートを寄せていただ

いた結果を公表していましたが、半数以上の父母が、批判ではなく、「わかる。

その気持ち。」と答えていました。 

 それくらい、子どもは親の言うことを聞かない存在であり、また多くの親が言

うことを聞かせられないことに悩んでいることが浮き彫りになりました。 

 ではタイミングの問題として、物陰からじっと見ていればＯＫなのでしょう

か？１度や２度は、効き目があるかもしれませんが、「あんなことゆうとるけど、

絶対嘘やし。」と、そのうち見抜かれます。だんだん効き目がなくなります。そ

して、「家のお父さんは嘘つきや。」と見抜かれたら、親の威厳もあったものでは

ありません。もっとひどい置き去りが必要になるかもしれません。 

 

 

 

 



親が陥りやすい、叱り方のスリーパターン 

① 「そんなことしとるとおまわりさんに言いつけるよ。」「学校の先生に言う

よ。」 

・・・他人に威厳を借りていうことを聞かせようとする。 

② 「早くせんと、おばけがくるよ。」「言うこと聞かんと、鬼くるぞ。」 

・・・脅して言うことを聞かせようとする。 

③ 叩いて言うことを聞かせる。 

・・・叩いて言うことを聞かせると、その時はしゅんとなりますが、あとが

余計悪くなります。親は自己嫌悪、叩かれた子どもは「僕が悪い子やし。お

父さんは僕のこと嫌いなんや。」と。 

 

 

園では、「脅す保育をしない」という学びを私達はしています。手っ取り早く、

脅して言うことを聞かせたくなることもありますが、それが、結果としてその場

しのぎであり、子どもは何も考えていないし、何も学んでいないからです。そし

て、結局鬼もこないし、おばけもこないので、「お母さんは嘘ついとるだけや。」

と見抜かれて、さらに強い脅し、刺激が必要になります。スマホに鬼アプリとい

うのがあるそうですね。まさにどんどん怖いバージョンに進化（？）していくの

だとか。 

 

 では、どうするか？園では、「わかるように話して聞かせる」というのが基本

です。 

 本当に大事なことを教えたい時には、子どもと、同じ目線になって、目を見て、

両手を握り、ゆっくりと伝えます。努めて感情的にならず、深呼吸でもしてから

です。このようにされると、子どもは、「自分が大事な子だから、お父さんは真

剣に教えてくれているんだ。」とわかります。一度でだめなら二度、三度と、何

回でも言い聞かせましょう。心にストンと落ちる日が必ずきます。子育てに、「手

っ取り早く」は通用しないのです。 

 

 


